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目標言語から母語への逆向転移の実例 ― 日本語から中国語へ













　We can find traces of target language from the use of the first language of foreign language learners. Even in formal 
situations, or in conversations before the general public, or in articles or books, can we easily find this phenomenon. 
Nowadays, some researchers suggest it is a sort of transfer, called  “backward transfer” (ref. Cook2003).
　The study of this field is still in its early stage, so we can hardly find preceding studies in Japan or China. There is 
even no established Japanese or Chinese equivalent for  “backward transfer.” Thus this paper attempts to rudimentarily 
elucidate the Japanese to Chinese backward transfer, which has still not been systematically studied. In this paper, the 
author names it as  “gyakkoukansyou” in Japanese, presents instances of target language (Japanese in this paper) to 
first language (Chinese) transfer and analyzes what the unnaturalness is. Some results of another survey conducted by 







活などの場面で、母語以外の言語を使用した / している /
しようとする人のほうがむしろ多いと言えるかもしれない。
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らない不特定多数の人

















Monolingual native speakers are far from 
typical of human beings and are increasingly 
hard to find in the world, even in the highlands 
of Papua New Guinea. While it may be hard 
to prove that L2 users actually make up the 
majority of human beings, they at least form a 












































そのほとんどが、2001 年 Wivenhoe House ホテルにて開
かれたワークショップで各国の研究者によって発表された



















































those instances of deviation from the norms of 
either language which occur in the speech of 
bilinguals as a result of their familiarity with more 
than one language　（Weinreich 1953: 1 初 出、



































































標 言 語 の 習 得 に プ ラ ス に 影 響 す る 場 合 は「 正 の 転 移
（positive transfer）」、 マ イ ナ ス に 影 響 す る 場 合 は「 負














































































　5)　*9/9（周日）起暂时闭店　　　× ／ × ／ 1(a































































　　      （自転車で来た。）
　しかし、本来必要な動詞「用」は、ここでは抜けている。（③）
　10)　*用了几个不同的网站。①得到②的开车时间非常不同。


























使用③，目前…　　　40.0 ／ 50.7 ／ 1(a
　　　  （○○年○○で出版された『○○』は、出版当時、
　　　　 日本で唯一の○○辞典であり、日本の中国語教　












































　14)　* 今年的支援金②颁发仪式，① 12 月 11 日④，凑巧于
去年同日在○○举行。　　　22.6 ／ 15.6 ／ 1(b
　　　 （今年の支援金授与式は、12 月 11 日で、偶然にも
　　　　 去年と同じ日に◯◯で行われた。）
　この文の問題は、「12 月 11 日」という部分が前後ともつ
ながりがないことにある（④）。文法成分を足すか、語順









　15)　* 联合会理事在 11 月 3 日，①召开②了中国留学生支
援金②面试，优秀的留学生让③联合会的理事的最终选择③而
苦恼②。　　　9.7 ／ 6.9 ／ 1(b


















































／ × ／ 2、二番目の文 20.0 ／ 39.3 ／ 2、最後の文
20.0 ／ 39.3 ／ 2














































































































『北京第二外国语学院学报（2009 年 12 期）』：14-21
王力（1958）『汉语史稿』中华书局（1980 版）
徐桂梅（2012）「鲁迅小说语言中的 " 日语元素 " 解析」『鲁





c)   英語の文献
Chen, Fred Jyun-gwang.（2006）Interplay between 
Forward and Backward Transfer in L2 and L1 
Writing: The Case of Chinese ESL Learners in the 
US.Concentric: Studies in Linguistics 32.1.:147-196
Cook, Vivian.（1991）The poverty-of-the-stimulus 
argument and mult i -competence.Second 
Language Research 7 (2).:103-117

















































7) 本来 * は非文（不適格）情報を表し、不自然な文を ?
や ?? で示すのが慣習であるが、本稿では非文も不自
然な文も一括して * で示す。実際、ある文が自然かど
うか、ひいては不適格かどうかは人によって判断がか
なり分かれることが筆者が行ったほかの調査で明らか
になった。
8) 写真や図は特注しないかぎり、すべてインターネット
より収集したものである。アドレス情報などは巻末の
付録を参照してください。ただし、情報の一部を伏せ
て（○○ に変換するなど）の公開となる。
9) 特記しない限り、トリリンガルやマルチリンガルなど、
すなわち二つ以上の言語を使用することをも含む。
10) また、複数獲得した言語のなかで、もっとも優勢な言
語を指す場合もある。
11) 本稿では、習得も獲得も「acquisition」と訳語として、
特に母語に関しては厳密に分けない。
12) もともとは心理学の用語で、「前に学習したことがそ
の後の学習に影響を及ぼすことをいう｡ そして、前
学習が後の学習を促進する時には正の転移 (positive 
transfer)、妨害するような場合には負の転移 (negative 
transfer) とよんでいる｡」（有斐閣『心理学辞典』1999
より。一部句読点変更。）
13) 二つの事柄を記銘・学習した際に、後続の学習（第二
学習）により先行の学習（第一学習）が阻害されるこ
と｡ 実験的には、第一学習・第二学習の後で第一学習
のテストを行うと、第二学習を行わなかった場合に比
べて、第一学習の成績が低下していることをさす。（有
斐閣『心理学辞典』1999 より。一部句読点変更。）
14) 発話者や著作者が簡単に同定されないよう、ここでは
アドレス情報や書名等を触れない。詳しくは巻末の付
録・資料を参照してもらいたい。なお、巻末のデータ
も ip アドレス、書名や著者、出版社等の情報を一部伏
せてから公開することにした。用例のような不自然な
中国語表現を用いたのは事実だが、本稿を通してもわ
かるように、こういう逆向転移現象の発生は発話者の
知的レベルと母語能力とは関連性がなく、外国語との
接触によって発生するものであるということも改めて
強調したい。
15) 日本語も普通は被災者などに提供するものだとネイ
ティブからの指摘があった。
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